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Ⅳ-１-(1)-① a

Ⅳ-１-(1)-② a

Ⅳ-１-(1)-③ a

Ⅳ-１-(1)-④ b

Ⅳ-１-(1)-⑤ a

Ⅳ-１-(1)-⑥ a

Ⅳ-１-(1)-⑦ b

Ⅳ-１-(1)-⑧ a

評価機関コメント

Ⅳ-2-(1)-① a

評価機関コメント

評価細目の第三者評価結果（府社協独自基準）

評価対象Ⅳ　 良質な生活の確保に向けた具体的取り組み評価対象Ⅳ　 良質な生活の確保に向けた具体的取り組み評価対象Ⅳ　 良質な生活の確保に向けた具体的取り組み評価対象Ⅳ　 良質な生活の確保に向けた具体的取り組み

Ⅳ-１ 生活支援サービス

Ⅳ-１-(1) 様々な生活場面における生活支援サービスの提供

評価結果評価結果評価結果評価結果

自立生活に向けた支援を行っている。

食事。

緊急保護であれば夜間・休日であっても積極的に受け入れる体

制がある。

日常生活を営む上での見守りと支援が適切に実施されている。

利用者同士の交流への支援。

利用者の好みに配慮した支援。

預かり金を適切に管理・保管するための体制が整備されてい

る。

潤いのある生活のための支援。

　歯科受診を月に４回実施し、治療や痛みの相談・口腔ケアを受けられる機会を設けています。

　医務とケアスタッフとの連絡は、フロアノートや連絡票で引継をしています。

　食事の際の誘導や入浴の支援など、支援の状況が一覧表で作成されており、それに基づいて支援し

ています。

　新入所があった場合は、懇談会や食事の時間に紹介しています。

外出時間中に各自で買物に出掛ける事ができます。生活必需品についてはチェック表を作成し月に１

回提供しています。買物支援が必要な場合は、希望日に支援出来るよう取組んでいます。

　生活必需品について、１種類だけではなく多様に揃え、利用者に選択肢を設ける方法を検討する事

が望まれます。

　預り金については、書類を整備し適切に管理しています。

　本人の出納帳があり出金時に押印してもらう、コピーを取ってケース記録に添付するなど、残高を

確認する体制はありますので、常時確認出来るよう工夫する事が望まれます。

　作業は、複数の作業を行っています。作品を地域のバザーに出品しています。クラブ活動は自由に

参加できます。行事は利用者と一緒に計画・実施しています。

　地域生活支援事業担当者を中心に、居宅生活訓練事業・通所事業・退所者への支援をしています。

居宅生活訓練の希望者には、アセスメントをを行い訓練に移行しています。

　年に１回嗜好調査を実施しています。嗜好調査は、栄養士とフロア担当者で居室を訪問し聞き取り

を行っています。懇談会や食事を一緒に取りながら利用者の意見を聞き献立に反映しています。

　事業計画に、緊急時の受け入れ・一時入所事業について記載しています。

　一時入所は、敷地内の別の棟で受入れを行っています。

Ⅳ-2　看護・医療サービス

Ⅳ-2-(1)　看護・医療サービスの取り組みと連携

健康管理と看護・医療との連携
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